







































































図 1 「話の聴き方」の共分散構造分析（N=87） 
 
２．指導前と指導後の下位尺度得点 
 図 1 の 12 の観測変数をもとに、指導前及び指導後
の下位尺度得点を算出した。「無反論・無批判」、「傾
聴・態度」、「聴くスキル」、「問題の見極め」、「確
認・解釈」の順で変化が大きかった。すべてにおいて
指導前と指導後では 0.1%水準で有意な差が見られ
た。 
 
Ⅳ 考察 
「話の聴き方」についての共分散構造分析の結果や
下位尺度得点の変化から、「無反論・無批判」、「傾
聴・態度」、「聴くスキル」は、ヒアリングの構造に
おいて基盤となる要素であり、初年次教育において成
長が期待できる部分であると言える。ロールプレイな
どの体験を通して、重点をおいて指導をすることが有
効であると考える。また、「確認・解釈」、「問題の
見極め」は、学びの広がりや深まりに伴って向上する
部分であると考えられ、初年次教育においては、今後
の学習・実践への動機付けを意図することが妥当であ
ると考える。 
本研究の結果から、ヒアリング指導の教育プログラ
ムを改善することが今後の課題である。 
 
Ⅴ おわりに 
現状把握されたヒアリングに関する課題を、この授
業の気づきのみで改善することは困難であり、日常の
指導や専門教育のなかで意識的に強化していく必要
がある。 
 
